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はしがき 

 

 日本国政府はホンデュラス共和国政府の要請に応え，同国の南西･中央部地域の鉱物資源賦

存の可能性を確認するため，既存データ解析，衛星画像解析，地質調査，地化学探査などの

鉱床探査に関する諸調査を実施することとし，その実施を国際協力事業団に委託した。国際

協力事業団は，本調査の内容が地質及び鉱物資源の調査という専門分野に属することから，
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編成して平成 14 年 9 月 2 日から平成 14 年 10 月 12 日まで現地に派遣した。現地調査は，ホ

ンデュラス共和国政府関係機関，鉱業振興局の協力を得て予定どおり完了した。 

 本報告書は，第 3 年次の調査結果をまとめたもので，最終報告書の一部となるものである。 

 おわりに，本調査の実施にあたって御協力をいただいたホンデュラス共和国政府関係機関

ならびに外務省，経済産業省，在ホンデュラス共和国日本大使館及び関係各位の方々に衷心

より感謝の意を表するものである。 
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要    約 

 

本報告書は，ホンデュラス共和国南西･中央部地域において実施した資源開発協力基礎調査の

第 3 年次調査結果をとりまとめたものである。調査の目的は，ホンデュラス共和国南西･中央部地域

を対象として地質状況及び鉱床賦存状況を解明し，短期かつ効率的に広大なエリアから金･銀･銅･

鉛･亜鉛などの鉱床賦存有望地区を抽出することにある。現地調査は，平成 14 年 9 月 2 日から平成

14 年 10 月 12 日にかけて実施した。 

 

本年次は，Guasucarán，Comayagua，Erandique 周辺の 3 地区において地質調査を実施した。3

地区のうち，Guasucarán，Comayagua の 2 地区については，本年次得た調査結果の他に，昨年次ま

でに得た資料が存在するので，それらを加えて地質及び鉱徴を総合的に検討した。3 地区について

の検討結果は，以下のとおりである。 

(1)Guasucarán 地区 

・Río la Sonta 鉱徴地は，石英脈の流体包有物の均質化温度が平均 330℃(最高 382℃)ある。熱

水タイプの鉱化とすれば，深熱水タイプである。 

・Río la Sonta 鉱徴地の鉱化には，ポーフィリーカッパーの可能性も指摘されている。上記均質化

温度は，この可能性を指示する。鉱徴地に発達する変質帯もこの可能性を指示する。すなわち，

Río la Sonta 鉱徴地周辺の 4km×4km の範囲では，同鉱徴地を中心に珪化･セリサイト帯(半径約

2km)が発達し，その外側を緑泥石･スメクタイト帯が取り巻いている。この変質ハローは，ポーフィリ

ーカッパー鉱床周辺における変質，(斑岩近傍)セリサイト帯→プロピライト帯(周囲)のモデルの一

部で解釈できる。また，Río la Sonta 鉱徴地には，Lithocap を形成していた可能性を有するカオリ

ナイト帯，ディッカイト帯が認められる。しかし，斑岩の分布，明確な Lithocap の存在，Mo 鉱石の

存在，変質起源のカリ長石の存在は，確認できていない。 

(2)Comayagua 地区 

・Comayagua 地区には，Chantón，Mina Marín，Tepanguare，Coyolito，El Playón の 5 つの鉱徴地

が位置する。これらの鉱徴地は，その諸特徴から以下のようなタイプであると考えられる。 

・Chantón は，鮮新世に形成された Low-sulfidation 浅熱水タイプの鉱徴地(鉱種=Au)と判断され

る。Au の品位は，最高 16.65ppm に達する。 

・Mina Marín は，Chantón より変質温度が低いものの，Chantón 同様の Low-sulfidation 浅熱水タ

イプの鉱徴地であると判断される。 

・Tepanguare は中熱水タイプの鉱徴地(鉱種=Ag，Pb，Zn)であり，近傍の Cerro el Palmar に中新
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世初期に貫入した石英モンゾナイトに伴う鉱化流体により形成されたと判断される。 

・Coyolito は，白亜紀後期に形成された Low-sulfidation 浅熱水タイプの鉱徴地(鉱種=Sb)である

と判断される。 

・El Playón は，中新世末期に形成された中熱水タイプの鉱徴地(鉱種=Ag，Pb，Zn)であると判断

される。 

(3)Erandique 周辺地区 

・Erandique 周辺地区では，地区東部及び西部それぞれに NNW-SSE 系断層が発達している。 

・上記の 2 つの断層系を通って，東部では Hg に富んだ，西部では Zn に富んだ鉱化流体が上昇

し，周辺の岩石を鉱化した。 

・Dolores－Cerro el Cerrón－El Derrumbe－San Rafael－Dolores を結ぶ範囲には，地質踏査で

は確認していないが，Au の鉱徴地が存在すると推定される。 

 

本調査では，さらに第 1～3 年次の調査で得た，調査地区及び周辺の鉱徴地の諸特徴を再検討

した。再検討結果は，以下のとおりである。 

(1)鉱徴地は次の 9 つのタイプに分類できる：1)Orogenic Gold タイプ，2)Sedex タイプ，3)ポーフィリー

カッパータイプ，4)スカルンタイプ，5)Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Sb)，6)Low-sulfidation 浅熱水タ

イプ(Au)，7)High-sulfidation 浅熱水タイプ，8)中熱水タイプ，9)深熱水タイプ(?)。 

(2)次の鉱床区認められる。 

・Orogenic Gold タイプ鉱床区：調査地域東部に分布する。Honduras 層群中。 

・Sedex タイプ鉱床区：調査地域東部，調査地域中央北寄りに分布する。Honduras 層群中あるい

は Todos Santos 層中(?)。 

・ポーフィリーカッパータイプ鉱床区：調査地区の中央南部～南方。 

・スカルンタイプ鉱床区：調査地域の中央部～西部にかけてその北寄りに分布する。Yojoa 層，

Valle de Angeles 中の Jaitique 層中。 

・熱水タイプ鉱床区：調査地域全体にわたって分布する。(なお，Low-sulfidation 浅熱水タイプ

(Sb)は Comayagua 以西に分布が限られる。) 

(3)地質年代により，鉱徴地の生成頻度や生成タイプに以下に示す変化が見られる(スカルンタイプ

の生成は，白亜紀後期ないし中新世の可能性が高いが，確証はない)。 

・ジュラ紀(比較的早期)：Orogenic Gold タイプが生成。 

・ジュラ紀(比較的晩期)～白亜紀前期：Sedex タイプが生成。 

・白亜紀後期：Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Sb)，Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Au)，中熱水タイ
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プが生成。鉱床生成は頻繁。 

・暁新世～漸新世：鉱床生成は極めてまれ(Quitagana 地区の Matasano は例外)。 

・中新世：Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Sb)，High-sulfidation 浅熱水タイプ，中熱水タイプ，深熱

水タイプ(?)，ポーフィリーカッパータイプが生成。鉱床生成は頻繁。 

・鮮新世：Honduras Depression 近傍では Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Au)が生成。鉱床生成は

まれ。 

 

 以上の結果を踏まえて，将来の調査について以下のことが提言できる。 

(1)Orogenic Gold 鉱床，Sedex 鉱床，ポーフィリーカッパー鉱床，スカルン鉱床，(Low-sulfidation 浅

熱水 Sb 鉱床)には，地域的な偏在が認められる。これらのタイプの鉱床を探査する際には，この偏

在性を考慮して，調査範囲を絞ることが望ましい。 

(2)鉱床の生成は，白亜紀後期とともに，中新世で活発である。中新統 Padre Miguel 層群中に未発

見の鉱床が胚胎している可能性は低くない。 

(3)Honduras Depression 近傍では Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Au)の鉱化が，鮮新世にも認められ

る。このタイプの鉱床を探査する場合，N-S 系正断層発達域周辺では鮮新統も調査の対象に加える

ことが望ましい。 
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第Ⅰ部 総  論 
 



第１章 序論 

 

１－１ 調査の経緯 

本調査は，ホンデュラス共和国政府の要請を受けて，2000 年 11 月 20 日付で締結された Scope of 

Work に基づいて，日本国政府がホンデュラス共和国南西･中央部地域(第Ⅰ-1 図)において鉱物資

源調査を実施するものである。 

本調査の目的は，ホンデュラス共和国南西･中央部地域において地質状況及び鉱床賦存状況を

解明し，短期かつ効率的に広大なエリアから金･銀･銅･鉛･亜鉛などの鉱床賦存有望地区を抽出す

ることである。また，調査期間を通じて相手国機関ホンデュラス共和国天然資源環境省鉱業振興局

(Dirección Ejecutiva de Fomento a la Minería；DEFOMIN)に対し技術移転を図ることを目的としてい

る。 

本年次の調査は，平成 12 年 12 月～平成 13 年 3 月に実施された第 1 年次調査，平成 13 年 7

月～平成 14 年 1 月に実施された第 2 年次調査に継ぐ，第 3 年次調査にあたる。 

 

１－２ 第 1，2 年次調査の結論と提言 

１－２－１ 第 1 年次調査の結論 

LANDSAT，RADARSAT 画像を作成した。 

既存資料を収集･検討し，調査地域内及び近傍の鉱徴地をリストアップした(第 I-7 表参照)。 

既知鉱徴地を含む次の 6 地区で地質，地化学探査(概査)を実施した：1)Valle de Angeles(バジェ

デアンヘレス)地区，2)Guasucarán(グアスカラン)地区，3)Yuscarán(ユスカラン)地区，4)Agua Fría(ア

グアフリア)地区，5)Higuero Morado(イゲロモラド)地区，6)Cedros(セドロス)地区。調査では，以下の

成果を得た。 

(1)Valle de Angeles 地区 

･El Rosario(エルロサリオ)，Las Animas(ラスアニマス)，Santa Lucía(サンタルシア)の 3 鉱徴

地を確認した。 

(2)Guasucarán 地区 

･Guasucarán，El Plomo(エルプロモ)，Poza del Motate(ポサデルモタテ)の 3 鉱徴地を確認した。 

(3)Yuscarán 地区 

･Yuscarán，Güinope(グイノペ)の 2 鉱徴地を確認した。 

(4)Agua Fría 地区 

･Agua Fría，Pajarillos(パハリージョス)の 2 鉱徴地を確認した。 
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･Agua Fría の南東で新たに錫石の鉱徴を見出した。 

(5)Higuero Morado 地区 

･Higuero Morado，El Jute(エルヒュッテ)の 2 鉱徴地を確認した。 

(6)Cedros 地区 

･El Carmelo(エルカルメロ)の 1 鉱徴地を確認した。 

 

１－２－２ 第 1 年次調査の提言 

調査地域全域の鉱化作用の特徴を把握することを目的に，次の調査を実施することが望ましいと

考えられた。 

(1)RADARSAT SAR 画像及び LANDSAT TM 画像の写真地質学的判読。 

(2)上記判読により抽出される鉱床賦存有望地区の地質･地化学探査。 

(3)第１年次調査において現地調査が出来なかった鉱徴地の確認。 

(4)Higuero Morado 地区 Higuero Morado 鉱徴地及び Guasucarán 地区 Río la Sonta(リオラソンタ)鉱

徴地の準精査。 

 

１－２－３ 第 2 年次調査の結論 

衛星画像を判読し，鉱化のポテンシャルの高い箇所として以下の地区を抽出した。 

(1)調査地域西部～中央部の北より：Yojoa 層が分布し，接触交代鉱床の賦存が期待できる。 

(2)Higuero Morado 地区，Santa Bárbara(サンタバルバラ)20km 南東方，Santa Rosa de Copán(サンタ

ロサデコパン)20km 北方：比較的規模の大きな花崗岩体が分布し，熱水鉱床の賦存が期待できる。 

(3)Guasucarán 地区，Cedros 地区，調査地域西端：比較的大きな陥没構造が分布し，熱水鉱床の賦

存が期待できる。 

上記の衛星画像判読結果と既存の資料に基づいて概査地区 6 地区と準精査地区 2 地区を選び，

地質調査･地化学探査を実施した。調査結果は，以下のとおりである。 

(1)Palmillas(パルミージャス)地区 

･Rehabilitación(リアビリタシオン)，Palmilla(パルミージャ)，Escondido(エスコンディード)の 3 鉱徴

地を確認した。 

・3 鉱徴地とも Au 品位は高く，最高品位は 4.81ppm，4.52ppm，27.81ppm である。 

･上記 3 鉱徴地は同一の NE-SW 系断層上に位置する。 

(2)Ocotepeque(オコテペケ)地区 

･El Durazno(エルデュラスノ)の 1 鉱徴地を確認した。 
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(3)Quitagana(キタガナ)地区 

･Quitagana，El Caliche(エルカリッチェ)，Matasano(マタサーノ)，El Molo(エルモーロ)の 4 鉱徴地

を確認した。 

･Quitagana は銅･亜鉛鉱石に富み，最高品位は Cu8%，Zn49%である。 

(4)Comayagua(コマヤグア)地区 

･Chantón(チャントン)，Mina Marín(ミナマリン)，Tepanguare(テパングアレ)，Coyolito(コヨリト)，El 

Playón(エルプラヨン)の 5 鉱徴地を確認した。 

(5)Aguanqueterique(アグアンケテリケ)地区 

･既存資料では Las Minitas(ラスミニタス)，La Victorina(ラヴィクトリナ)の 2 鉱徴地があるとされるが，

確認できなかった。 

(6)Marcala(マルカラ)地区 

･Guasucarán 類似の珪化酸性凝灰岩からなる小丘を確認したが，Au，Ag は低品位であった。 

(7)Guasucarán 地区 

･Río la Sonta の 1 鉱徴地を確認した。 

･Río la Sonta における最高品位は，Au105ppb，Ag8ppm，Cu474ppm，Pb546ppm，Zn384ppm で

ある。 

(8)Higuero Morado 地区 

･Higuero Morado，Las Jaguas(ラスハグアス)，El Bosque(エルボスケ)の 3 鉱徴地を確認した。 

 

１－２－４ 第 2 年次調査の提言 

第 3 年次調査として，以下の調査の実施が必要と考えられた。 

(1)Palmillas 地区の準精査。 

(2)Quitagana 地区の準精査。 

(3)Palmillas 地区との対照比較を目的とした Agua Fría 地区の準精査。 

 

１－３ 第 3 年次調査の概要 

１－３－１ 調査地域 

調査対象地域は，ホンデュラス共和国南西･中央部地域の 26,000km2 である(第 I-1 図)。 

 

１－３－２ 調査目的 

調査地域の中で，未だ鉱床タイプが特定されていない 2 地区において鉱床タイプを把握するため
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に地質調査を実施し，既調査と併せて総合的に解析することで調査地域全体の鉱床生成区を作成

する。また，第 2 年次に調査を実施した地区のうち 1 地区において地質調査(準精査)を実施し，地

質構造と鉱化状況の詳細を把握する。 

 

１－３－３ 調査方法 

第 1，2 年次調査を行った地区のうち 2 地区(Guasucarán，Comayagua)，さらに既存データには報

告がないものの，RADARSAT DEM データ解析からは鉱化が期待される 1 地区(Erandique(エランデ

ィッケ)周辺)において地質調査を実施した。調査地区を第 I-1 図及び第 I-1 表に示す。 

 

第Ⅰ-1 表   調査地区一覧表 

調査内容 地区名 調査面積 踏査ルート長 成果地質図の縮尺 

準精査 Guasucarán 16km2 20km 1/10,000 

概査 Comayagua 72km2 58km 1/25,000 

概査 Erandique 周辺 300km2 120km 1/50,000 

 

地質調査は，準精査，概査とも，縮尺 1/50,000 の地形図を拡大したものを基図とし，ルートマップ

を作成した。位置の確認には，GPS を活用した。鉱化帯，露頭の位置は必要に応じて簡易測量によ

り求めた。主要な露頭については大縮尺スケッチ及びカラ－写真撮影を行った。また，第 I-2 表に示

す数量の各種室内試験を実施した。 

 

第Ⅰ-2 表   室内試験内容及び数量 

室 内 試 験 内 容 件数(件) 

岩石薄片鑑定 23  

鉱石研磨片鑑定 9  

粉末Ｘ線回折試験 28  

化学分析(鉱石)Au,Ag,Cu,Mo,Pb,Zn,As,Sb,Hg 15  

化学分析(沢砂) Al,Sb,As,Ba,Be,Bi,B,Cd,Ca,Co,Cr,Cu,Ga,Fe,La,Pb, 

Mg,Mn,Hg,Mo,Ni,P,K,Sc,Ag,Na,Sr,S,Tl,Ti,W,U,V,Zn,Au 

138  

流体包有物測定(均質化温度，塩濃度) 9  

年代測定(K-Ar 法) 22  
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第２章 調査地域の地理 

 

２－１ 交通 

調査対象地域は，ホンデュラス共和国の南西・中央部に位置し，西方から Ocotepeque(オコテペケ)県，

Copán(コパン)県，Santa Bárbara(サンタバルバラ)県，Lempira(レンピラ)県，Intibucá(インテブカ)県，

Comayagua(コマヤグア )県，La Paz(ラパス )県，Francisco Morazán(フランシスコモラソン )県，El 

Paraíso(エルパライソ)県，Olancho(オランチョ)県にまたがる範囲である。 

首都の Tegucigalpa(テグシガルパ)市は，調査地域内の東部に位置する。この Tegucigalpa を中心に

舗装された国道網が整備されている（第 I-2 図）。しかし，道路状況は 1998 年 10 月のハリケーン ミッチ

の影響により各所で悪くなっている。 

 

２－２ 地形及び水系 

ホンデュラス共和国の地形は北部海岸低地帯(カリブ海側)，中央山岳地帯，南部海岸低地帯(太平洋

側)の 3 地帯に区分され，山地が国土の 63%，平坦地が 37%である。調査地域は，このうちの中央山岳

地帯，南部海岸低地帯にほぼあたる。山地の南部は開析が進み，地形は起伏に富んでいる。 

ホンデュラス共和国のほぼ中央やや西よりには Honduras Depression(ホンデュラス陥没帯)と呼ばれる

地溝帯が北から南に走っており，調査地域内では標高 300m～900m の谷底平野を形成している。河川

の大部分はカリブ海側に流出している。 

 

２－３ 気候及び植生 

熱帯多雨林，熱帯雨林，亜熱帯，サバンナ，温帯の 5 つに区分され，乾期と雨期が認められる。首都

Tegucigalpa の月別気温，降水量及び湿度を第 I-6 表に示す。 

 

第Ⅰ-6 表   Tegucigalpa の月別気温，降水量及び湿度 

 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1年間

気温(℃) 19.5 20.0 21.8 23.0 23.1 22.3 21.9 22.1 22.1 21.2 20.2 19.5 21.4 

降水量(mm) 7.7 3.2 6.0 39.4 155.7 153.2 83.3 87.5 185.9 122.8 29.8 8.3 882.4

湿度(%) 72 65 59 58 65 75 73 70 75 75 76 73 71 

(出典：理科年表) 

 

植生は，乾期が短い北部の海岸地方で熱帯雨林が分布し，調査地域を含む内陸では松や楓が茂る。
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また，乾燥した盆地にはサバンナが広がる。 

調査地域内には毒蛇，サソリ，ダニなどが棲息している。 
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第３章 調査地域の一般地質 

 

３－１ 既存の地質調査の概要 

調査地域の地質図を第 I-3 図に，模式層序図を第 I-4 図に示す。 

地質構造区分は，グアテマラ国から連続する中米北部山脈構造区，南部太平洋岸沿いの第四紀火

山帯とこの間に広がる中央山岳構造区の 3 つに区分される。これらはほぼ東西の方向性を有する。 

中米北部山脈構造区は，ホンデュラス国西部～中部にかけての大半を占め，古生代の変成岩，中生

代の堆積岩類とこれらに貫入した火成岩などからなる。 

中央山岳構造区は，第三紀の火山岩類が分布し台地や山岳地形を形成する。 

第四紀火山帯には第四紀の玄武岩類が分布し，一部に明瞭な火山地形を示す。 

同国の地質は，下位より Cacaguapa(カカグアパ)層群(先石炭紀?～二畳紀)，Honduras 層群(ジュラ紀

～白亜紀前期)，Yojoa(ヨホア)層群 (白亜紀前期)，Valle de Angeles 層(白亜紀後期)，Matagalpa(マタガ

ルパ)層(漸新世)，Padre Miguel(パドレミゲル)層群(中新世)，第四紀層，貫入岩類などで構成されてい

る。 

ホンデュラス国の基盤岩は古生界の Cacaguapa 層群で，北部のグアテマラ国境付近から東部にかけ

て広範囲に分布している。同層は結晶片岩，片麻岩，結晶質石灰岩などの変成岩からなり，白亜紀や

第三紀の深成岩類の貫入を受けている。 

Honduras 層群は Cacaguapa 層群を不整合に覆って，調査地域東部に広範囲に，中央部に小規模に

分布している。構成岩類は，海成の砕屑岩類(礫岩～頁岩)及びその結晶片岩であり，部分的に火山性

堆積物を挟在している。 

Yojoa層群(石灰岩)及びValle de Angeles層は，Honduras層群を不整合に覆って，西部～東部地域，

Tegucigalpa北東部に広く分布している。Yojoa層群は岩相に側方変化が認められ，岩相に基づきYojoa

層(石灰岩)，Todos Santos(トードスサントス)層(礫岩，砂岩，頁岩，部分的に石灰岩)，Tipo Rio Manto(チ

ポリオマント)火山岩(安山岩及び火砕岩)に分けられている。これらを整合に覆う Valle de Angeles 層は，

赤色砕屑岩類(礫岩，砂岩，頁岩)からなり，石灰岩層(Jaitique 層)を挟む。 

Matagalpa層や Padre Miguel層群などの第三紀火山岩類は，調査地域の南縁境界に沿って広く分布

している。Matagalpa層は，暗灰色塩基性～灰色中性火山岩類を主体とし，砂岩，砂岩･泥岩互層，泥岩

層を挟在する。Padre Miguel 層群は白色酸性火山岩類(イグニンブライト等)を主体とし，局所的に安山

岩～玄武岩を挟在する。 

第四紀層は，段丘堆積物と玄武岩(洪積層)や砂礫，シルト，粘土層(沖積層)からなる。前者の大規模

な分布はYojoa湖の北方，Tegucigalpa南西方や南方に認められる。玄武岩は主として黒色ガラス質で，
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一部に同質火砕岩を伴う。 

花崗岩～閃緑岩からなる貫入深成岩類は，同国の北西部，北部～東部に存在し，一部で比較的大

規模な岩体を形成している。 

調査地域内に認められる主要構造線には，調査地域中央部やや西よりを走る NW-SE 系 Santa 

Bárbara断層，NW-SE系Otoro(オトロ)断層，N-S系Goascoran(ゴアスコラン)断層及びその北方延長部，

調査地域東部を走る NE-SW 系 Guayape(グアヤペ)断層がある。このうち，Goascoran 断層は，ホンデュ

ラス国を N-S 方向に縦断する Honduras Depression の一部を成している。 

 

３－２ 鉱化･鉱徴地の特徴 

ホンデュラス国では，天然資源省鉱山石油総局(DEFOMIN の前身)による調査により，232 の鉱山や

鉱徴地の存在が知られ，分類，評価された。 

主な鉱化作用は，Cacaguapa層群に貫入した花崗岩類周辺部，Yojoa層群，Matagalpa層分布域に認

められる。更に，最近の調査･開発により熱水型金鉱床がValle de Angeles層やMatagalpa層中に認めら

れている。 

同国での主な鉱化作用は，El Mochito(エルモチート)鉱山に代表される Yojoa 層中の石灰岩層を交

代したスカルン型鉛･亜鉛鉱床と San Andrés(サンアンドレス)鉱山，Vueltas del Río(ブエルタスデルリオ)

鉱山，San Martín(サンマルチン)鉱山に代表される熱水型金鉱床がある。 

調査地域周辺の主要鉱化･鉱徴地を，第 I-3 図及び第 I-7 表に示す。 

- 19 -





第４章 調査結果の総合検討 

 

４－１ 鉱床生成区について 

ホンデュラスは，全国的に見ると北から南に向けて，中米北部山脈構造区→中央山岳構造区→

第四紀火山帯の帯状分布を呈している。概略 WNW-ESE に延びる本調査地域は，北縁に沿った

1/3 程度の範囲が中米北部山脈構造区に，南縁沿った 2/3 程度の範囲が中央山岳構造区に属し，

後者中，特に Tegucigalpa 以南を中心に第四紀火山が点在している。 

本調査地域で認められる鉱床タイプの分布にも，上記の帯状分布を反映した偏在性が以下のよ

うに認められる。なお，Low-sulfidation 浅熱水(Au)タイプ，High-sulfidation 浅熱水タイプ，中熱水タ

イプには，偏在性は認められない。 

ポーフィリーカッパータイプの鉱床･鉱徴地(Los Lirios 等)は中央南縁付近からその南方，すなわ

ち第四紀火山分布域に分布している。後述のように，ポーフィリーカッパータイプの鉱床･鉱徴地は，

第三紀中新世に生成しており，現在の第四紀火山と直接の関係を有していないが，太平洋寄り(あ

るいは火山フロント寄り)の地質セッティングが，同タイプの鉱床生成に重要であったと考えられる。  

Orogenic Gold タイプ，Sedex タイプの鉱床･鉱徴は，母岩となる海成層とほぼ同生的(syngenetic，

synorogenic)に生成するため，適当な海成層が分布する区域に分布する。本調査地域内に分布す

る地層のうちでは，中生界 Honduras 層群，Todos Santos 層(?)がそのような性格を有し，これらのタイ

プの鉱床･鉱徴の分布はこれらの地層が分布する中米北部山脈構造区内(特に本地域東端付近)に

期待される。なお，古生界 Cacaguapa 層群も同タイプの生成に必要な要件を一部に有しているが，

後述のように Cacaguapa 層群内にこれらのタイプの鉱床･鉱徴地が存在する実例が見出されなかっ

た。 

スカルンタイプの鉱床･鉱徴の生成には，炭酸塩岩の存在が必要である。本地域内では，下部白

亜系 Yojoa 層，上部白亜系 Valle de Angeles 層中の Jaitique 層が適当な規模の炭酸塩岩からなっ

ている。そのため，スカルンタイプの鉱床･鉱徴の分布は，これらの地層が分布する中米北部山脈構

造区内(特に本地域中央部～西端付近)に期待される。 

Low-sulfidations 浅熱水タイプ(Sb)の鉱床･鉱徴地の分布は，概略南北に延びる Honduras 

Depression(第 I-3 図の Goascoran 断層はその一部)が通過している Comayagua 以西に限られている。

Honduras Depression はホンデュラスが乗るカリブプレートの東進に伴う東西引張テクトニクス場で生

じた N-S 系正断層による陥没構造である。メカニズムの詳細は不明であるが，プレートテクトニクス規

模の地質構造が Honduras における鉱床生成を規制していることは確実なように思われる。 

 以上，偏在するタイプの鉱床の探査には，鉱床生成区を念頭におくことが肝要であると思われる。 
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第５章 結論及び提言 

 

５－１ 結論 

５－１－１ Guasucarán，Comayagua及び Erandique周辺地区地質調査の結論 

本年次は，Guasucarán，Comayagua，Erandique 周辺の 3 地区において地質調査を実施した。3

地区のうち，Guasucarán，Comayagua の 2 地区については，本年次得た調査結果の他に，昨年次ま

でに得た資料が存在するので，それらを加えて地質及び鉱徴を総合的に検討した。3 地区について

の検討結果は，以下のとおりである。なお，鉱徴地の諸特徴は，第 II-1 表に示す。 

(1)Guasucarán 地区 

・Río la Sonta 鉱徴地は，石英脈の流体包有物の均質化温度が平均 330℃(最高 382℃)ある。熱

水タイプの鉱化とすれば，深熱水タイプである。 

・Río la Sonta 鉱徴地の鉱化には，ポーフィリーカッパーの可能性も指摘されている。上記均質化

温度は，この可能性を指示する。鉱徴地に発達する変質帯もこの可能性を指示する。すなわち，

Río la Sonta 鉱徴地周辺の 4km×4km の範囲では，同鉱徴地を中心に珪化･セリサイト帯(半径約

2km)が発達し，その外側を緑泥石･スメクタイト帯が取り巻いている。この変質ハローは，ポーフィリ

ーカッパー鉱床周辺における変質，(斑岩近傍)セリサイト帯→プロピライト帯(周囲)のモデルの一

部で解釈できる。また，Río la Sonta 鉱徴地には，Lithocap を形成していた可能性を有するカオリ

ナイト帯，ディッカイト帯が認められる。しかし，斑岩の分布，明確な Lithocap の存在，Mo 鉱石の

存在，変質起源のカリ長石の存在は，確認できていない。 

(2)Comayagua 地区 

・Comayagua 地区には，Chantón，Mina Marín，Tepanguare，Coyolito，El Playón の 5 つの鉱徴地

が位置する。これらの鉱徴地は，その諸特徴から以下のようなタイプであると考えられる。 

・Chantón は，鮮新世に形成された Low-sulfidation 浅熱水タイプの鉱徴地(鉱種=Au)と判断され

る。Au の品位は，最高 16.65ppm に達する。 

・Mina Marín は，Chantón より変質温度が低いものの，Chantón 同様の Low-sulfidation 浅熱水タ

イプの鉱徴地であると判断される。 

・Tepanguare は中熱水タイプの鉱徴地(鉱種=Ag，Pb，Zn)であり，近傍の Cerro el Palmar に中新

世初期に貫入した石英モンゾナイトに伴う鉱化流体により形成されたと判断される。 

・Coyolito は，白亜紀後期に形成された Low-sulfidation 浅熱水タイプの鉱徴地(鉱種=Sb)である

と判断される。 

・El Playón は，中新世末期に形成された中熱水タイプの鉱徴地(鉱種=Ag，Pb，Zn)であると判断
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される。 

(3)Erandique 周辺地区 

・Erandique 周辺地区では，地区東部及び西部それぞれに NNW-SSE 系断層が発達している。 

・上記の 2 つの断層系を通って，東部では Hg に富んだ，西部では Zn に富んだ鉱化流体が上昇

し，周辺の岩石を鉱化した。 

・Dolores－Cerro el Cerrón－El Derrumbe－San Rafael－Dolores を結ぶ範囲には，地質踏査で

は確認していないが，Au の鉱徴地が存在すると推定される。 

 

５－１－２ ホンデュラスの鉱化作用 

第 1～3 年次の調査で得た，調査地区及び周辺の鉱徴地の諸特徴を再検討した。再検討結果を

以下に示す。 

(1)鉱徴地は次の 9 つのタイプに分類できる：1)Orogenic Gold タイプ，2)Sedex タイプ，3)ポーフィリー

カッパータイプ，4)スカルンタイプ，5)Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Sb)，6)Low-sulfidation 浅熱水タ

イプ(Au)，7)High-sulfidation 浅熱水タイプ，8)中熱水タイプ，9)深熱水タイプ(?)。 

(2)次の鉱床区認められる。 

・Orogenic Gold タイプ鉱床区：調査地域東部に分布する。Honduras 層群中。 

・Sedex タイプ鉱床区：調査地域東部，調査地域中央北寄りに分布する。Honduras 層群中あるい

は Todos Santos 層中(?)。 

・ポーフィリーカッパータイプ鉱床区：調査地区の中央南部～南方。 

・スカルンタイプ鉱床区：調査地域の中央部～西部にかけてその北寄りに分布する。Yojoa 層，

Valle de Angeles 中の Jaitique 層中。 

・熱水タイプ鉱床区：調査地域全体にわたって分布する。(なお，Low-sulfidation 浅熱水タイプ

(Sb)は Comayagua 以西に分布が限られる。) 

(3)地質年代により，鉱徴地の生成頻度や生成タイプに以下に示す変化が見られる(スカルンタイプ

の生成は，白亜紀後期ないし中新世の可能性が高いが，確証はない)。 

・ジュラ紀(比較的早期)：Orogenic Gold タイプが生成。 

・ジュラ紀(比較的晩期)～白亜紀前期：Sedex タイプが生成。 

・白亜紀後期：Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Sb)，Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Au)，中熱水タイ

プが生成。鉱床生成は頻繁。 

・暁新世～漸新世：鉱床生成は極めてまれ(Quitagana 地区の Matasano は例外)。 

・中新世：Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Sb)，High-sulfidation 浅熱水タイプ，中熱水タイプ，深熱
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水タイプ(?)，ポーフィリーカッパータイプが生成。鉱床生成は頻繁。 

・鮮新世：Honduras Depression 近傍では Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Au)が生成。鉱床生成は

まれ。 

 

５－２ 将来への提言 

 将来における鉱床探査には，次の知見が指針となると考えられる。 

(1)Orogenic Gold 鉱床，Sedex 鉱床，ポーフィリーカッパー鉱床，スカルン鉱床，(Low-sulfidation 浅

熱水 Sb 鉱床)には，地域的な偏在が認められる。これらのタイプの鉱床を探査する際には，この偏

在性を考慮して，調査範囲を絞ることが望ましい。 

(2)鉱床の生成は，白亜紀後期とともに，中新世で活発である。中新統 Padre Miguel 層群中に未発

見の鉱床が胚胎している可能性は低くない。 

(3)Honduras Depression 近傍では Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Au)の鉱化が，鮮新世にも認められ

る。このタイプの鉱床を探査する場合，N-S 系正断層発達域周辺では鮮新統も調査の対象に加える

ことが望ましい。 
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第Ⅱ部 各  論 
 



第１章 Guasucarán地区 

 

１－１ 本年次調査 

１－１―１ 調査方法 

第 1，2 年次に調査を行った Guasucarán 地区のうち，Río la Sonta 鉱徴地を中心とした東西 4km

南北 4km の範囲で，地質調査を行った。踏査ルートは，既存データ及び衛星画像解析結果(第 2

年次に実施)を反映して設定した。 

調査にあたっては，縮尺 1/50,000 の地形図を拡大したものを利用して，1/5,000 のルートマップを

作成した。また，鉱徴地周辺では，必要に応じてより大縮尺のマッピングを併せて行った。記載は，

観察事項をできるだけ具体的に記入し，主要な露頭及び鉱徴はカラー写真撮影を行った。位置の

確認には GPS を活用した。 

 

１－１－２ 調査結果 

地質調査の踏査ルート長は，20km である。調査結果は，付帯資料のルートマップに示す。既存

資料(第 1，2年次調査のルートマップ等)をコンパイルして作成した地質図，地質断面図，鉱徴地(東

西 2 つの旧坑に挟まれた範囲)位置図を PL.1(縮尺 1/10,000)及び第 II-1 図(縮尺 1/20,000)に，同図

の凡例を模式柱状図とともに第 II-2 図に示す。 

本地区では，以下の室内試験用を実施した。試料採取位置を，PL.2(縮尺 1/10,000)及び巻末

D-1(縮尺 1/20,000)に示す。 

【K-Ar 法年代測定･岩石薄片鑑定】 

K-Ar 法年代測定は，変質岩のセリサイトあるいはセリサイト/スメクタイト混合層鉱物を抽出して実

施した。件数は 2 件である。この 2 試料については岩石薄片鑑定に供し，岩石名を確定するとともに，

抽出鉱物が岩石の熱水変質作用で生じたものであることを確認した。 

1試料(E001g)は，Río la Sonta鉱徴地内の東側の旧坑から採取した。電気石化を伴う珪化･セリサ

イト化凝灰岩で，年代値は 19.1±0.5Ma である。 

1 試料(D002g)は，Río la Sonta 鉱徴地の約 1km 西方で採取した。デイサイト質凝灰岩で，年代値

は 11.3±0.3Ma である。 

【鉱石研磨片鑑定】 

件数は 1 件である。試料(D003g)は石英･方解石脈で，Río la Sonta 鉱徴地内の西側の旧坑の約

500m 西方から採取した。中量の黄鉄鉱，少量の針鉄鉱，微量の方鉛鉱，磁硫鉄鉱を確認した。 

【X 線回折試験】 
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変質鉱物の同定を目的に，15 件実施した。 

5 試料(E003g，E005g，E007g，E008g，E009g)は強～弱程度粘土化した凝灰岩で，Río la Sonta

鉱徴地の東方急崖で採取した。主要な変質鉱物として，石英(一部は初生鉱物)，ディッカイト，セリ

サイトを検出した(5 試料全てにこれらが含まれているわけではない)。 

2試料(B004g，B005g)は珪化･粘土化火山礫凝灰岩で，Río la Sonta鉱徴地の北方，Río la Sonta

川沿いで採取した。主要な変質鉱物として石英(一部は初生鉱物?)，セリサイトを検出した。 

4 試料(D001g，D002g，D003g，D005g)は，Río la Sonta 鉱徴地の西方，Río la Sonta 川沿いで採

取した。D001g は白色粘土，D002g は白色変質火山礫凝灰岩，D003g は石英･方解石脈，D005g

は緑泥石化安山岩である。主要な変質鉱物として，石英(一部は初生鉱物?)，セリサイト，スメクタイト，

緑泥石，カオリナイトを検出した。 

2 試料(D006g，D007g)は粘土化化凝灰岩，Quebrada Las Casitas 川沿いで採取した。主要な変

質鉱物として，石英(一部は初生鉱物?)，スメクタイト，セリサイトを検出した。 

1 試料(E010g)は緑色安山岩で，地区南西端で採取した。主要な変質鉱物として，石英，緑れん

石を検出した。 

1試料(B007g)は粘土化安山岩質火山礫凝灰岩で，Llano Grande北方で採取した。変質鉱物とし

て石英，スメクタイトを検出した。 

なお，調査地区西部では，多くの箇所で緑泥石化変質が発達しているのを肉眼で確認している。 

【流体包有物測定】 

件数は 1 件である。試料(D003g)は石英･方解石脈で，Río la Sonta 鉱徴地内の西側の旧坑の約

500m西方で採取した。充填温度の平均162℃，塩濃度の平均0.2wt% NaCl eq.であり，浅熱水環境

での生成を示す。 

 

１－２ Guasucarán地区の地質及び鉱徴の総括･検討 

上記の本年次に得た調査結果に，第 1～2 年次に得た調査結果を加えて，Guasucarán 地区の地

質と鉱徴について総括･検討した。結果を以下に示す。 

 

１－２－１ 地質 

本地区の地質図，地質断面図，鉱徴地位置図を第 II-1 図に示す。同図の凡例を模式柱状図とと

もに第 II-2図に示す。本地区に分布する地層は，漸新統Matagalpa層，中新統Padre Miguel層群，

沖積層である。全体として，起伏に富む Matagalpa 層を不整合に Padre Miguel 層群が覆う構造にな

っている。 
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【Matagalpa 層】 

Río la Sonta，Río Verdugo，Quebrada Las Casitas の河床沿いの低地，さらに Llano Grande 北方，

Cerro La Loma の南西麓に分布する。本来(非変質の場合)灰色の安山岩及び同質火砕岩，黒色の

玄武岩及び同質火砕岩からなるが，Río la Sonta 鉱徴地付近では著しい珪化･セリサイト化作用で脱

色され，その他の箇所では緑泥石･スメクタイト化作用で緑色を呈している。 

【Padre Miguel 層群】 

本地域全域に広く分布する。主として白色の流紋岩，デイサイト，酸性火砕岩からなる。非変質試

料からは，16.3±0.4Ma(中新世)の K-Ar 法年代値が得られている。 

 

１－２－２ 鉱化作用 

鉱化作用は，Río la Sonta 鉱徴地(第 II-1 図上で東西 2 つの旧坑に挟まれた範囲)とその約 2km

西方に認められる。 

Río la Sonta 鉱徴地では，鉱染は極微弱である。鉱石は黄鉄鉱，黄銅鉱がまれにみられる程度で

ある。鉱石分析値も，Au が最高 105ppb，Ag が最高 8ppm，As が最高 208ppm，Cu，Pb 及び Zn は

最高ほぼ 400～500ppm であり，Hg，Mo，Sb は低品位である。流体包有物の均質化温度は高く，平

均で 330℃，最高 382℃である。塩濃度は平均 4.0wt% NaCl eq.，最高でも 5.9 wt% NaCl eq.であり，

比較的低い。流体包有物測定試料は西側旧坑で採取しているが，西側旧坑のすぐ西方では低変

質度の岩石(例えば，漂白されていない暗灰色の変質安山岩)も一部露出しており，鉱化時に天水

が流入していた可能性が考えられる。母岩の変質年代は，19.1±0.5Ma である(本鉱徴地内の西側

旧坑の約 1km 西方の粘土脈からもほぼ同じ年代(11.3±0.3Ma)を得ている)。鉱徴の詳細を第 II-1

表に示す。 

Río la Sonta 鉱徴地約 2km 西方の鉱化帯には，小規模にゴッサンが露出する。鉱石鉱物としては，

黄鉄鉱を中量，針鉄鉱は少量，方鉛鉱を微量に含む。鉱石分析での品位は，Pb が最高 486ppm，

Zn が最高 326ppm であり，Au，Ag，As，Cu，Hg，Mo，Sb は低品位である。流体包有物は，適当な

試料が採取できなかったので実施していない。 

 

１－２－３ 変質作用 

母岩の変質の程度が特に著しいのは，Río la Sonta鉱徴地とその 1km東南東方(El Carrizal付近)

の 2 ヵ所である。前者は，一部に電気石化を伴い黒色部を形成するものの，全体として著しい珪化･

セリサイト化で脱色している。また，後者には著しい粘土化で極度に軟質化した箇所が認められる。

前者と後者は，中程度の白色変質帯あるいは中程度の赤色変質帯により占められている。 
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X 線回折試験データを，第 II-3 図上に示す。 

Río la Sonta 鉱徴地には，ポーフィリーカッパーの可能性が指摘されている。Río la Sonta 鉱徴地

の変質帯の分布状況は，ポーフィリーカッパー周辺の変質帯に類似した特徴が見られる。 

本地区における変質分帯(第 II-3 図上)上の大きな特徴は，Río la Sonta 鉱徴地を中心にセリサイ

ト帯(半径約 2km)が広がり，その外側を珪化･スメクタイト・緑泥石(緑泥石化は主として肉眼で識別し

た)帯が取り巻く点にある。この構造は，Río la Sonta 鉱徴地に貫入岩が貫入し，その貫入岩から外

側に向かってセリサイト化帯→プロピライト化帯の変質ハロー(第 II-2 表参照)が形成されているという

モデルで解釈できる。 

セリサイト化帯のうち，Río la Sonta 鉱徴地には小規模なカオリナイト化帯が点在している。

Sillitoe(1995，1999)はポーフィリーカッパー鉱床では貫入岩より上方に地表に向かって延びる酸性

変質帯(Lithocap)が形成されるとしており，Río la Sonta鉱徴地に点在するカオリナイトはRío la Sonta

の地下に潜在する貫入岩の上方に形成されたLithocapの根本の部分であると解釈できる(第 II-3図

下)。この場合，Lithocap の本体は浸食により失われたものと解釈される。 

上記の観点は，El Carrizal 付近に分布するディッカイト帯(調査範囲東端付近のためその規模の

大小は確定できていない)にも適用できる。すなわち，このディッカイトは上記のものとは異なる別の

Lithocap の根本の部分として形成されたと解釈でき，ディッカイト帯の下方には貫入岩の潜在が推

定される。この場合，ディッカイトはカオリナイトよりも高温で生成されることから，地表から貫入岩まで

の深度は，Río la Sonta 鉱徴地よりも浅いように思われる(第 II-3 図下)。 

 

１－２－４ 鉱化タイプ 

Río la Sontaの鉱徴の 1つの特徴は，高温(少なくとも最高温度は 380℃以上)下の脈形成にある。

鉱化タイプとしては，深熱水かポーフィリーカッパーが考えられる。前述の Río la Sonta 鉱徴地にお

ける変質は，ポーフィリーカッパーの様相を帯びている。しかし，斑岩の分布，明確な Lithocap の存

在，Mo 鉱石の存在，変質起源のカリ長石の存在等は，ポーフィリーカッパーに伴うその他の特徴は

確認できていない。Río la Sonta の鉱化タイプを特定するには，更なる調査を要すると考えられる。 
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第２章 Comayagua地区 

 

２－１ 本年次調査 

２－１－１ 調査方法 

第 2 年次に調査を行った Comayagua 地区のうち，鉱徴地を中心とした東西 6～9km 南北 11km

面積 72km2 の範囲で，地質調査を行った。踏査ルートは，既存データ及び衛星画像解析結果(第 2

年次に実施)を反映して設定した。 

調査にあたっては，縮尺 1/50,000 の地形図を拡大したものを利用して，1/10,000 のルートマップを

作成した。また，鉱徴地周辺では，必要に応じてより大縮尺のマッピングを併せて行った。記載は，

観察事項をできるだけ具体的に記入し，主要な露頭及び鉱徴は大縮尺のスケッチ及びカラー写真

撮影を行った。位置の確認には GPS を活用した。 

 

２－１－２ 調査結果 

地質調査の踏査ルート長は，58km である。調査結果は，付帯資料のルートマップに示す。既存

資料(第 2 年次調査のルートマップ等)をコンパイルして作成した地質図，地質断面図，鉱徴地位置

図を PL.3(縮尺 1/25,000)及び第 II-4 図(縮尺 1/50,000)に，同図の凡例及び模式柱状図を第 II-2 図

に示す。 

本地区では，以下の室内試験を実施した。試料採取位置を PL.4(縮尺 1/25,000)及び巻末 D-2(縮

尺 1/50,000)に示す。 

【K-Ar 法年代測定･岩石薄片】 

変質岩から抽出したセリサイトあるいはセリサイト/スメクタイト混合層鉱物を対象にした K-Ar 法年

代測定を 5 件，深成岩から抽出した角閃石を対象にした測定を 1 件実施した。変質岩試料のうち，5

試料については岩石薄片鑑定に供し，岩石名を確定するとともに，抽出鉱物が岩石の熱水変質作

用で生じたものであることを確認した。深成岩 1 試料についても，岩石薄片鑑定を実施し，岩石名を

確定するとともに，角閃石がマグマから晶出した初生鉱物であること，変質を受けていない新鮮な部

分の抽出が可能であることを確認した。なお，変質岩 1 試料については，粘土化が著しく薄片を作

成できなかったため，岩石薄片鑑定を実施しなかった。 

1 試料(E049c)は，Chantón(N)鉱徴地内の旧坑から採取した。珪化･セリサイト/スメクタイト混合層

鉱物化変質した流紋岩質軽石凝灰岩で，年代値は 2.52±0.07Ma である。 

1 試料(E018c)は，Tepanguare(Mina de Rubi)鉱徴地の旧坑で採取した。珪化･セリサイト化変質し

安山岩質凝灰岩で，年代値は 24.7±0.6Ma である。 
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1 試料(E021c)は，Tepanguare 鉱徴地の上記 E018c とは別の旧坑で採取した。珪化･セリサイト化

変質したデイサイト質凝灰岩で，年代値は 18.4±0.5Ma である。 

1 試料(B020c)は，Coyolito 鉱徴地内の旧坑から採取した。セリサイトからなる粘土で，年代値は

85.9±2.1Ma である。 

1 試料(B012c)は，El Playón 鉱徴地の旧坑で採取した。珪化･セリサイト変質岩で，年代値は 6.4

±0.2Ma である。 

1 試料(E076c)は，Cerro el Palmar 山頂近くで採取した。弱程度のセリサイト化･緑泥石化を受けた

含角閃石石英モンゾナイトで，年代値は 23.2±0.6Ma である。 

K-Ar 法年代測定とは関係なく，2 試料(B021c，E075c)だけ岩石薄片鑑定のみの試験を実施した。

B021c は Coyolito 鉱徴地で採取した Jaitique 相当層の試料である。黒色石灰岩で多量の化石(概略

楕円形で長径 0.5mm 未満)を含んでいる。E075c は Tepanguare 鉱徴地近くの Cerro el Palmar 北麓

で採取した流紋岩貫入岩で，流理構造が著しい。 

【鉱石研磨片鑑定】 

件数は 8 件である。 

4 試料(B018c，B019c，B101c，B102c)は Coyolito 鉱徴地で採取した。主要鉱物として輝安鉱，バ

レンチン鉱，黄鉄鉱，白鉄鉱を含む。 

3 試料(B013c，B014c，B015c)は El Playón 鉱徴地で採取した。黄鉄鉱及び針鉄鉱を主要鉱物と

し，輝銅鉱，黄銅鉱，方鉛鉱，閃亜鉛鉱，輝蒼鉛鉱，方硫カドミウムを微量に含む。 

1 試料は Tepanguare 鉱徴地(E017c)で採取した。黄鉄鉱，赤鉄鉱，針鉄鉱，閃亜鉛鉱を主要鉱物

とし，輝蒼鉛鉱を微量に含む。 

【X 線回折試験】 

変質鉱物の同定を目的に，10 件実施した。 

6 試料(E054c，E057c，E060c，E063c，E064c，E065c)は珪化粘土化酸性凝灰岩で，Chantón(S)

鉱徴地の旧坑で採取した。セリサイト，スメクタイトを主要変質鉱物とし，1 試料(E060c)ではカオリナ

イト，ハロイサイトを含む。 

1 試料(B019c)は珪化粘土化珪質砂岩で，Coyolito 鉱徴地で採取した。変質鉱物としてセリサイト

を検出した。 

2 試料(E020c，E025c)は珪化岩で，Tepanguare 鉱徴地で採取した。変質鉱物としてセリサイトを検

出した。 

1 試料(E047c)は Chantón(N)鉱徴地の 500m 北西方で採取した。地区南部にしばしば見られる黄

緑色に変質した酸性凝灰岩で，多量の斜プチロル沸石を検出した。 
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【化学分析(鉱石)】 

件数は，14 件である。分析は ALS Chemex のカナダ分析所で実施した。分析コードは，

ME-ICP41，Au-AA23（以上は全試料共通の分析），Au-Gra21，Sb-AA08(以上は Overlimit 試料に

対する分析)である。 

2 試料(E020c，E025c)は Tepanguare 鉱徴地で採取した珪化岩である。Au が約 340ppb，Ag が約

70ppm，As が約 4,000ppm， Pb が約 200ppm，Sb が約 40ppm，Zn が約 40ppm であり，Cu，Hg 及

び Mo は低品位である。 

1 試料(E048c)は Chantón(N)鉱徴地 300m 西方のずり捨て場から採取した石英脈である。いずれ

の成分も低品位である。 

6 試料(E054c，E057c，E060c，E063c，E064c，E065c)は Chantón(S)鉱徴地の旧坑で採取した。4

試料は珪化･セリサイト化酸性凝灰岩で，いずれの成分も低品位である。2 試料は珪化脈試料で，

Au の品位が高く最高 16.650ppm に達し，Ag も約 10pppm 含む。 

3 試料(B013c，B014c，B015c)は El Playón 鉱徴地の旧坑から採取した。黄鉄鉱に富む珪質砂岩

で，Au が最高 840ppb，As が最高 1065ppm，Cu が最高 287ppm，Pb が最高 2210ppm，Zn が最高

581ppm であり，Hg，Mo，Sb は低品位である。 

2 試料(B018c，B019c)は Coyolito 鉱徴地の旧坑で採取した。As が最高 775ppm，Sb が最高

44,200ppm，Zn が最高 69ppm であり，Au，Ag，Cu，Hg，Mo は低品位である。 

【流体包有物測定】 

件数は 3 件である。 

1 試料(B018c)は，Coyolito 鉱徴地で採取した石英脈である。均質温度は平均 158℃，塩濃度は

平均 1.2wt% NaCl eq.である。浅熱水環境下での生成を示す。 

1 試料(E074c)は，Tepanguare 鉱徴地近くの Cerro el Palmar 北麓で採取した石英脈である。均質

化温度は平均 187℃，塩濃度は平均 1.2wt% NaCl eq.である。浅熱水環境下での生成を示す。 

1 試料(B024c)は，Coyolito 鉱徴地の 1km 北東方で採取した石英脈である。均質化温度は平均

176℃，塩濃度は平均 1.4wt% NaCl eq.である。 

 

２－２ Comayagua地区の地質及び鉱徴の総括･検討 

上記本年次得た調査結果に，第2 年次に得た調査結果を加えて，Comayagua 地区の地質と鉱徴

について総括･検討した。結果を以下に示す。 

 

２－２－１ 地質 
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本地区に分布する地層は，上部白亜系 Valle de Angeles 層，漸新統 Matagalpa 層，中新統 Padre 

Miguel 層群，沖積層である。貫入岩体として Tepanguare 近傍の Cerro el Palmar に石英モンゾナイト

が分布する。 

【Valle de Angeles 層】 

本地区北～東部に広く分布する。主として，赤色の砂岩，泥岩，砂岩･泥岩互層からなり，Jaitique

相当層の石灰岩層を挟在している。Jaitique 層の分布域は，Cerro el Palmar の約 1km 南方，

Coyolito 鉱徴地の約 1km 南東方，Coyolito 鉱徴地，El Playón 鉱徴地の約 1km 東方等である。 

【Matagalpa 層】 

Tepanguare，Las Minitas 付近に，極小規模に露出する。安山岩，同質火砕岩からなる。 

【Padre Miguel 層群】 

本地区南～西部に広く分布する。主に，白色の流紋岩，デイサイト，酸性火砕岩からなる。 

【石英モンゾナイト】 

Cerro el Palmar の山頂～北麓に小規模に露出する。苦鉄質鉱物として普通角閃石を含むが，鏡

下ではそのほぼ 95%が緑泥石化，セリサイト化している。変質は，斜長石，カリ長石にも及んでいる。 

 

２－２－２ 鉱化･変質作用 

本地区には，Chantón，Mina Marin，Tepanguare，Coyolito，El Playón の 5 鉱徴地が位置する。各

鉱床の特徴の総括は，第 II-1 表に示す。 なお，Comayagua 地区では，鉱化部近傍(概略 50m 以

内)に認められる変質(後述)の他，Padre Miguel 層群中に鉱化を伴わない緑泥石化帯ないし斜プチ

ロル沸石化帯がやや広い範囲(直径概略数 100m 以内)でかつ複数認められる。 

【Chantón】 

北鉱床(Chantón(N))と南鉱床(Chantón(S))からなる。いずれも，中新統 Padre Miguel 層群酸性凝

灰岩中に胚胎する。 

Chantón(N)は，Chantón(S)よりも広範囲(概略 200m×200m 以内)にわたって坑道が展開されてい

る。全体として，母岩は強～中程度付加型珪化し，弱～中程度セリサイト化している。坑道中に石英

脈は確認できない。ずり中に石英脈が認められるが，金属鉱物は見られず，また石英は細粒である。

化学分析では，Au が 775ppb 認められるのみで，他の元素の品位は低い。変質鉱物であるセリサイ

トの K-Ar 法年代値は若く，2.52±0.07Ma(鮮新世)である。 

Chantón(S)は，全体として強～中程度セリサイト化･スメクタイト化し，弱～中程度付加型珪化して

いる。金属鉱物は見られない。坑道中に珪化脈(幅 5～10cm，延長 6m 以上)が認められる。同珪化

脈の化学分析では，最高 16.65ppm の Au(走向方向に 3m 幅の準チャネルサンプリング結果)を検
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出した。Au 以外の元素は低品位である。 

変質鉱物としてセリサイト･スメクタイトが生じていること，石英脈が細粒であること，付加型珪化をし

ていること，Au の品位が高いこと等から，Chantón の鉱徴は，Low-sulfidation 浅熱水タイプ(鉱種

=Au)と判定できる。鉱化時期は鮮新世であると思われる。 

【Mina Marín】 

中新統 Padre Miguel 層群酸性凝灰岩中に胚胎する。奥行き 5m の坑道 1 本からなる鉱徴地であ

る。坑道及び近傍(概略 5m 以内)において，母岩は強～中程度付加型珪化，中～弱程度スメクタイ

ト化している。坑道中に，石英脈，珪化脈，金属鉱石は認められない。坑口近傍にずりが小規模に

認められるが，石英脈，珪化脈，金属鉱石は認められない。DEFOMIN の既存資料上鉱種は Au?で

あるが，実際に出鉱されたか疑問である。 

近くに位置する Chantón 鉱徴地と比較すると，Mina Marin の鉱徴の特徴は次のようにまとめられる。

変質鉱物としてセリサイトはなくスメクタイトが検出されていることから，変質温度は Chantón より低い。

しかし，Padre Migueｌ層群酸性凝灰岩中に胚胎し，フィロ珪酸塩粘土を伴う付加型珪化をし，金属

鉱物を伴わない，脈に乏しい点等で，Chantón，特に北鉱床に類似している。鉱徴範囲が

Chantón(N)より著しく狭いことを考えあわせると，超小型版の Chantón タイプの鉱徴であるとみなせる。

すなわち，Mina Marin の鉱徴は，Low-sulfidation 浅熱水タイプと判定できる。その鉱化時期はおそ

らく Chantón と同じ，すなわち鮮新世であろうと思われる。 

【Tepanguare】 

Cerro el Palmar の北西麓の Matagalpa 層中に胚胎する。Tepanguare には，横坑跡，立坑跡が各 1

つ残るほか，崩落･埋没した立坑(あるいはオープンピット)跡と思われる小規模(直径概略 1～5m)な

凹地が多数認められる。それらのうち，最も北側に位置する旧坑が Mina de Rubi である。Mina de 

Rubi には，20cm 幅のセリサイト脈を上盤側に伴った 60cm 幅の石英脈が露出する。石英脈は，極ま

れに閃亜鉛鉱，黄銅鉱を含む。流体包有物測定では(Mina de Rubi 産の 2 試料に限る)，均質化温

度は平均 267℃，塩濃度は平均 3.8wt%NaCl eq.である。Mina de Rubi のセリサイト脈の K-Ar 法年

代測定値は 24.7±0.6Ma(漸新世最末期)である。鉱徴地内の別の旧坑内で採取した試料中の変質

セリサイトは，18.4±0.5Ma(中新世)の K-Ar 法年代値を示す。 

Tepanguare の鉱徴は，セリサイト化を伴う付加型珪化をし，金属鉱物として閃亜鉛鉱，黄銅鉱を伴

う，流体包有物の均質化温度が平均 267℃である点等から，中熱水タイプと判定できる。鉱化時期

は，漸新世最末期～中新世の可能性が高い。なお，近傍の Cerro el Palmar に露出する石英モンゾ

ナイトは，角閃石の K-Ar 法年代値が 23.2±0.6Ma(中新世初期)で，Mina de Rubi の K-Ar 法年代

値に極めて近い値を示す。このことは，上記の石英モンゾナイトが Min de Rubi の鉱化の関係火成
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岩である可能性が高いことを示す。石英モンゾナイト(22.6～23.8Ma)が Mina de Rubi(24.1～

25.3Ma)の関係火成岩である場合，Mina de Rubi の鉱化時期は 24Ma(漸新世と中新世との境界の

時期)頃であると思われる。ところで，24Ma の鉱化時期は，Mina de Rubi とは別の鉱徴地から得た

18.4±0.5Ma の K-Ar 年代値より明らかに古い。この点は，本鉱徴地の鉱化作用が長期間(年代値が

正確だとすると，6Ma 程度)にわたっていたこと(断続的かも知れない)を示唆するように思われる。 

【Coyolito】 

Valle de Angeles 層中に胚胎する。坑口は崩落し，鉱床の詳細は不明である。鉱床母岩は黄鉄鉱

鉱染，珪化，セリサイト化変質を示す。変質セリサイトの K-Ar 法年代値は，85.9±2.1Ma(白亜紀後

期)である。鉱石は輝安鉱で，ずり中に認められる。流体包有物の均質化温度は平均 158℃である。 

以上の特徴は，Coyolito の鉱徴が Low-sulfidation 浅熱水タイプ(鉱種=Sb)であり，鉱化時期は白

亜紀後期である可能性が高いことを示すと思われる。 

【El Playón】 

Valle de Angeles 層中に胚胎する。坑口は崩落し，鉱床の詳細は不明である。鉱床母岩は，珪化，

セリサイト化変質を示す(変質鉱物にスメクタイトは認められない)。セリサイトの K-Ar 法年代値は，6.4

±0.2Ma(中新世末期)である。黄鉄鉱が層理に沿った破砕部に認められる。その他，方鉛鉱，閃亜

鉛鉱，黄銅鉱が認められるが，少量である。 

以上の特徴から，El Playón の鉱徴が中熱水タイプであること可能性が高く，鉱化時期は中新世

末期であると思われる。 
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第３章 Erandique周辺地区 

 

３－１ 調査方法 

Erandique 周辺の東西 20km 南北 15km の範囲で，地質調査(踏査ルート長=120km)及び沢砂地

化学探査を行った。本地区は，RADARSAT DEM データを用いた Drainage Map 解析(第 II-5 図)

の結果東西方向に張力が働き，地区東端付近，西端付近それぞれに概略南北に延びる地塁が形

成され，その間の地区中央は相対的な陥没で生じた地溝になっていると解釈されている。既存資料

では鉱徴地の存在は知られていないが，地区東端の地塁と中央の地溝との境界部，地区中央の地

溝と西端の地塁との境界部に断層帯の発達が予想され，それら断層帯に沿った鉱化流体の上昇が

期待されたため，本年次の調査地区の 1 つに選定された。 

調査にあたっては，縮尺 1/50,000の地形図を拡大したものを利用して，1/25,000のルートマップを

作成した。記載は，観察事項をできるだけ具体的に記入し，主要な露頭は大縮尺のスケッチ及びカ

ラー写真撮影を行った。位置の確認には GPS を活用した。地質調査結果は，1/50,000 の地質図

(PL.5)にまとめた。地質調査･沢砂地化学探査に併せて，室内試験(岩石薄片鑑定 1 件，X 線回折

試験 3 件，化学分析(鉱石)2 件)を実施した。試料採取位置を PL.6(縮尺 1/50,000)及び巻末 D-3(縮

尺 1/100,000)に示す。 

 

３－２ 地質 

本地区の地質図，地質断面図，鉱徴地位置図を，第 II-6 図に示す。地質図，地質断面図，鉱徴

地位置図の凡例を第 II-2 図に示す。本地区には，中新統 Padre Miguel 層群がほぼ全域に分布し，

地区北部に鮮新世(?)の湖成層が，地区南部に小規模な第四紀玄武岩が分布する。 

【Padre Miguel 層群】 

本地区一帯に広く分布する。白色の流紋岩，デイサイト，酸性火砕岩を主とする。 

【湖成層】 

本地区北部に分布する。地質時代は，鮮新世あるいは更新世であると考えられる。全体として白

色を呈し，構成砕屑物質は Padere Miguel 層群に由来すると考えられる。 

【第四紀玄武岩】 

本地区南部に分布する。オパール鉱床の母岩となっている。黒色のガラス質玄武岩を主とし，同

質の火砕岩を一部に伴う。後者は，鏡下で，不規則紐状に延びた多量の褐色ガラス片の中に少量

の不規則粒状の斜長石が含有される組織を呈している(E068E)。 

【地質構造】 
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第 II-7 図上には，衛星画像あるいは 1/50,000 地形図を基に抽出したリニアメントを推定断層とし

て記入した。この作業から推定された断層の 1 つは，現地調査で断層露頭が確認されたので，実断

層として記入している。本地区における断層の分布は，1)地区北西端から南南東に向かう範囲と，2)

地区南東端から北北西に向かう範囲とに分かれて発達している。これらの断層により，前記の(地区

西端)地塁-地溝-地塁（地区東端）の構造が形成されていると考えられる。 

 

３－３ 鉱化･変質作用 

本地区の地質踏査では，金属鉱物の鉱徴は認められなかった。(後述するように，アクセスが難し

く地質踏査ができなかった区域に，Au の鉱徴地が位置することが推定されている。) 

変質作用としては，地区中央南端付近の Dolores 集落付近にディッカイト脈(B025E)が 1 ヵ所，地

区北東部 San Miguelito(サンミゲリート)集落の約 1km 北東方にスメクタイト脈(D011E)が 1 ヵ所認め

られた。後者については，極近傍の珪化岩様岩石(D012g)を鉱石分析しているが，全ての元素で低

品位であり，金属元素を伴っていない。 

粘土脈以外には，地区南西部 Erandique 集落付近の第四紀玄武岩中にオパール化帯が 2 ヵ所

(Las Trojes(ラストロヘス)鉱床，Gualgüire(グアルグイレ)鉱床)認められる。また，地区西端中央部付

近でもオパール化を伴う玄武岩の転石を認めた。(Erandique より 4km 南方の San Antonio 

Montaña(サンアントニオモンターニャ)でも玄武岩中にオパール鉱床が胚胎している。)オパール化

は，一種の熱水活動の存在を示すものである。確かに，Las Trojes 鉱床で採取したオパール化した

玄武岩質凝灰岩(E068E)は 123ppbのAuを含有していた(他の元素は低品位)。しかし，本地区及び

近傍でのオパール化の産状は，オパール化流体が玄武岩の後火成活動として生じた可能性を示

唆しており，玄武岩火山の後火成活動に適当な規模の浅熱水性金属鉱床の生成が伴うというような

期待はできないと思われる。 

 

３－４ 沢砂地化学探査 

巻末 C に採取試料一覧を，巻末 F に分析結果一覧(パンニング試料を除く)，巻末 G に分析結果

一覧(パンニング試料)，巻末M に Duplicate 試験結果(再現性の悪さはCrにのみ見られた)を示す。

なお，化学分析は ALS Chemex のカナダ分析所で実施した。分析コードは，Au-AA23，ME-ICP41

である（鉱石の化学分析も同様）。 

 

３－４－１ パンニング試料 

Au については，高濃度の試料は得られなかった。Ag については，13 試料中 9 試料で 1.0ppm を
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超しており，パンニングによる濃集の成果は得られたものの，最高でも 1.4ppm であり，特段に高い試

料は見受けられない。As，Cu，Mo，Pb については，パンニングによる濃集の成果は見受けられない。

Zn，Mn については，濃集の影響が認められ，全体として地区東側で高濃度となっている。 

 

３－４－２ 統計処理 

パンニング試料，Duplicate試験試料の片方を除いた試料について，第 1，2年次の沢砂試料も加

えて，数値処理を行った。記述統計結果を第 II-3 表に，主成分分析結果を第 II-4 表に示す。なお，

検出限界(下限)未満の分析値は，便宜的に，「下限値の半分」の値であるとして処理している。 

 

３－４－３ Erandique周辺地区における異常値分布 

パンニング試料，Duplicate 試験試料の片方を除いた試料に第 1，2 年次の沢砂試料も加え，Au，

Ag，As，Cu，Hg，Mo，Pb，Sb，Zn の 9 化学成分について，累積頻度分布図(第 II-7 図)を作成して

異常試料とバックグラウンド試料を境するしきい値を求めた。各化学成分のしきい値を第 II-7 図に併

せて示す。 

上記 9 成分のうち Ag，As，Cu，Mo，Pb，Sb の 6 成分について，Erandique 周辺地区の試料中に

異常試料は認められなかった。残り 3 成分(Au，Hg，Zn)の異常試料の分布を，第 II-8 図に示す。 

 

３－５ 考察 

Erandique 周辺地区で Au の異常を示した試料は，3 試料である。このうち，2 試料は Dolores 付近

で採取された。そのうちの 1つは，57ppb の Au 値を示す。この試料の沢砂は，試料採取位置の配置

状況(巻末 D-3)から，Dolores－Cerro el Cerrón－El Derrumbe－San Rafael－Dolores を結ぶ範囲に

起源を持つと考えられる。Doloresで採取された別の異常試料は，Dolores東方のCerro el Cerrón の

南西麓に起源を持つので，Au=57ppb を示す異常試料もCerro el Cerrón 南西麓付近に持つ可能性

が高いように思われる。Dolores 付近ではディッカイト脈(B025E)も認められており(第 II-9 図)，

Dolores－Cerro el Cerrón 付近で，熱水活動があった可能性が考えられる。 

Hg と Zn とは，前者が地区東半分に，後者が地区西半分に集中している。前述のように，地区東

部と地区西部には，それぞれ別個の断層帯が発達すると考えられる。このことを考えあわせると，地

区東部に発達する断層帯が Hg に富む鉱化流体を，地区西部に発達する断層帯が Zn に富む鉱化

流体をもたらした可能性が考えられる。 
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第４章 Ｋ－Ａｒ法年代測定 

 

４－１ 調査方法 

本年次調査では，鉱徴地の鉱化年代の推定を主な目的にして，前記の 3 地区の鉱徴地を含めて，

本地域内及び周辺のその他の代表的な鉱徴地から岩石試料を採取した。試料数は，合計 22 試料

である。 

採取試料は 1 試料(E076c)を除いて，熱水変質岩である。変質岩試料からは，まず，カリウムを含

有した変質鉱物(セリサイト，セリサイト/スメクタイト混合層鉱物，明ばん石)を分離抽出した。なお，試

料の一部(E049cK，E067OK，E080SK，E016PK 等)には変質前に原岩の造岩鉱物としてセリサイト，

セリサイト/スメクタイト混合層鉱物を含んでいた可能性が考えられるものがあるが，原岩がそのような

場合には岩石採取に際して露頭全体の中でも特に熱水変質が著しい箇所を選んで採取した。 

試料 E076c は，地理的に見て Tepanguare 鉱徴地の関係火成岩の可能性を有する深成岩(含角

閃石石英モンゾナイト)試料である。本試料については，マグマが貫入した時期の推定を目的として，

造岩鉱物の角閃石を抽出した。 

抽出した鉱物の K-Ar 法年代測定は，米国 Geonuclear 社 Mass Spec Services Division で実施し

た。 

 

４－２ 測定結果 

測定結果を巻末 L に示す。 

なお，K-Ar 法年代測定試料については，粘土化が著しい 1 試料(B020c)を除いて，岩石薄片鑑

定を併せて実施した。鑑定の結果，試料 E076c の角閃石が，ほとんどが緑泥石化するものの，僅か

であるが初生鉱物の新鮮な部分を残していることを確認した。その他の試料については，年代測定

に供した鉱物が変質作用で生じたものであることを確認した。 

 

４－３ 考察 

これまでに，絶対年代測定の手法を用いた，調査地域内の鉱床生成時期の研究例は公表されて

いない。巻末 L は，この種の調査の唯一のデータと思われる。巻末 L の検討結果を以下に示す。 

(1)変質作用の時期は，白亜紀後期(94～64Ma)と中新世(24～5Ma)の 2 時期に集中している(第

II-10 図)。(Mina de Rubi の E018cK で得た 24.7±0.6Ma も後者に含めて良いと思われる。)特記す

べきは，Matagalpa 層が形成された漸新世(37～24Ma)の時期を示す試料が E018cK(前記参照)を

除いて 1 つもないという点である。Comayagua 地区の Tepanguare 鉱徴地，Guasucarán 地区の El 
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Plomo 鉱徴地，Río la Sonta 鉱徴地，Yuscarán 地区の Yuscarán 鉱徴地，Higuero Morad 地区の Las 

Jaguas(W)鉱徴地等は多くの鉱徴が Matagalpa 層中に鉱床が認められるにも係わらず，変質鉱物の

年代測定結果は漸新世の火成作用が鉱化作用を伴っていないことを示唆している。前章で述べた

ように，Padre Miguel 層が一面に分布する Erandique 周辺地区では地質調査で鉱化の徴候が殆ど

掴めなかった。しかし，沢砂地化学探査の結果は同地区に鉱化作用が起きていることを示していた。

酸性火山岩類からなる Padre Miguel 層群は，中性～酸性火山岩のように緑色化して変質状態を明

示することがないので，肉眼的には変質していないように，つまり鉱化作用から免れているように見え

易いが，実際にはその酸性火山活動が鉱化作用を伴っていたのである。今後の鉱床探査では，

Padre Miguel 層群にも十分に注意を払うことが必要と思われる。 

(2)Comayagua 地区の Tepanguare 鉱徴地 Mina de Rubi の変質セリサイト(E018cK)の年代(24.7±

0.6Ma)と，同鉱徴地に近接する Cerro el Palmar の石英モンゾナイト(E076cK)の角閃石の年代(23.2

±0.6Ma)とは，同時期と考えられる。この一致は，上記石英モンゾナイトがMina de Rubiの鉱化の関

係火成岩である可能性が高いことを示している。(第 II 部第 2 章参照) 

(3)変質年代のうち最も若いもの(E049cK の 2.52±0.07Ma)は，鮮新世の年代を示す。このことは，鉱

床探査の範囲が鮮新統分布地点にまで広げられることを意味する。 

(4)Palmilla(Rehabilitación 4)鉱徴地の変質セリサイトの年代(E016PK の 206±5Ma)は，母岩の海成

層 Honduras 層群の堆積時期のジュラ紀～白亜紀前期の年代を示す。Palmilla 鉱徴地では含金石

英脈が断裂に沿って胚胎しており，Orogenic gold 鉱床の可能性が考えられている(林，2002a)。上

記変質年代は，この可能性を支持するものである。 

(5)Vueltas del Río 鉱徴地の変質セリサイトの年代(B029ZK の 66.9±1.7Ma 及び B027ZK の 78.8±

2.0Ma)は白亜紀後期であり，母岩の変成岩の形成時期の古生代の年代(>242Ma)よりも若い。

Vueltas del Río 鉱徴地では含金石英脈が断裂に沿って胚胎しており，その地質状況からは

Orogenic gold 鉱床の可能性も想定できる(林，2002a)。しかし，上記変質年代は，この可能性を否定

するものである。 

(6)ポーフィリーカッパータイプの可能性が考えられる Río la Sonta 鉱徴地(第 1 章参照)及び Las 

Lirios 鉱徴地の変質鉱物の年代(E001gK：19.1±0.5，D002gK：11.3±0.3Ma，E082SK：12.7±

0.3Ma)は，タイプを異にする Yuscarán 鉱徴地(E015YK：22.6±0.6Ma，E077YK：23.3±0.6Ma)，El 

Playon 鉱徴地(B012cK：6.4±0.2Ma)，Tepanguare 鉱徴地(E018cK：24.7±0.6Ma，E021cK：18.4±

0.5Ma)，San Antonio de Oriente 鉱徴地(E080SK：12.7±0.3Ma)の年代と大差がない。ポーフィリー

カッパータイプの鉱徴地は Guasucarán 鉱徴地より南方に分布しており，調査地域南寄りに分布が集

中している第四紀火山活動との関連性も想起されるが，K-Ar法年代測定値は直接の関連性を否定
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するものである。 
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第５章 鉱床のタイプ 

 

５－１ 鉱床の分類 

Guasucarán 地区，Comayagua 地区で本年次得た鉱徴地の知見に，第 1，2 年次で得た他の地区

の鉱徴地の知見を併せて，調査地域の鉱徴地の諸特徴を，再検討を加えた後，第 II-5 表に総括･

記載した。同表には，第 1～3 年次調査で概査，準精査に訪れた鉱徴地の他，調査･移動等の間に

短時間見聞した鉱徴地(San Andrés，Vueltas del Río，El Mochito，La Chacra，San Martín，San 

Antonio de Oriente，Los Lirios，Clavo Rico)，さらに既存資料中で詳細に記載された鉱徴地(Minas 

de Oro)の記載も併せて示した。 

 また，第 II-5 表には，同表の記載を基に判定できた鉱床の分類結果を併せて示した。本地域で識

別できた鉱床のタイプは以下のとおりである。 

(1)Orogenic Gold タイプ 

(2)Sedex タイプ 

(3)ポーフィリーカッパータイプ 

(4)スカルンタイプ 

(5)Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Sb) 

(6)Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Au) 

(7)High-sulfidation 浅熱水タイプ 

(8)中熱水タイプ 

(9)深熱水タイプ(?) 

 

５－２ 鉱床生成区 

前節で判定した鉱床タイプの分布を，第 II-11 図に示した。同図には，1)Orogenic Gold タイプ，

2)Sedex タイプ，3)ポーフィリーカッパータイプ，4)スカルンタイプ，5)熱水タイプの各推定鉱床区の範

囲を太線で併せて示した。 

(1)Orogenic Gold は Honduras 層群中に分布し，同層群の分布域には更なる Orogenic Gold タイプ

鉱床の存在が期待される。 

(2)Sedex タイプは，Honduras 層群中，Todos Santos 層中(?)に分布しており，これらの地層の分布域

には，更なる Sedex タイプ鉱床の存在が期待される。 

(3)ポーフィリーカッパータイプは，Gausucarán 鉱徴地(同鉱徴地は Lithocap である可能性が高い)以

南に分布する。 
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(4)スカルンタイプは，Yojoa 層中，Valle de Angeles 層中の Jaitique 層中に分布しており，これらの石

灰岩分布域には，更なるスカルンタイプ鉱床の存在が期待される。 

(5)熱水タイプは，調査地域全体にわたって分布する。このうち，Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Sb)は 

Comayagua 以西(すなわち，Honduras Depression 以西)に限られる。 

 

５－３ 鉱床生成期 

 本地域で識別した鉱徴タイプのうち，スカルンタイプについては鉱床生成期が白亜紀以降であるこ

とは確実であるが詳細不明である(本節末照)。しかし，その他のタイプについては，K-Ar 法年代測

定の結果(第 II-10図)及び母岩の年代から鉱床生成期が比較的詳細に特定できる。すなわち，以下

のとおりである。 

Honduras 層群中(ジュラ紀～白亜紀前期)に同生的に胚胎する Orogenic Gold タイプ(Palmilla)が

最も古い。これと同時期ないしこれについで古いのは，Honduras層群及び下部白亜系Todos Santos

層中(?)に同生的に胚胎している Sedex タイプ(Higuero Morado，Las Animas)である。Anderson and 

Schmidt (1983)によれば，ジュラ紀の中期(約 150Ma)頃 Honduras の西方海上に海嶺が出現してい

る。この時点で，Honduras 層群形成の付加作用に伴う圧縮の場から，Sedex 生成に必要な引張の場

にテクトニクス環境が変化したことが考えられる。この観点から，ジュラ紀(比較的早期)に Orogenic 

Gold が生成し，ジュラ紀(比較的晩期)以降 Sedex が生成した可能性が考えられる。 

白亜紀後期(85.9±2.1Ma 以降)には，Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Sb)(Coyolito)，同(Au)(El 

Rosario，Vueltas del Río)，中熱水タイプ(Las Jaguas)が生成している。 

暁新世～漸新世には，中熱水タイプ(Quitagana 地区の Matasano)が生成しているが，これはむし

ろ例外的で，この期間は鉱床生成に乏しかった時期と考えられる(第 II-10 図)。 

中新世には，Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Sb)(El Durazno)，High-sulfidation 浅熱水タイプ(San 

Martín)，中熱水タイプ(El Playon，Tepanguare，El Plomo，San Antonio de Oriente)，深熱水タイプ

(?)(Río la Sonta)，ポーフィリーカッパータイプ(Río La Sonta(?)，Los Lirios)等様々なタイプの鉱床が

生成している。このうち，Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Sb)とポーフィリーカッパータイプとは生成時

期を同じくしながらも明確に分布域を異にしており，鉱床タイプと分布域との間に何らかの関係があ

ることを示唆している。 

鮮新世以降は，再び鉱床生成が不活発になるが，Honduras Depression 近傍に Low-sulfidation

浅熱水タイプ(Au)(Chantón)の生成が見られる。 

上記の変遷を考慮すると，スカルン鉱床も，おそらく他の熱水タイプ，ポーフィリーカッパータイプ

タイプの多くの鉱床が生成した白亜紀後期ないし中新世に生成したものと思われる。 
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第Ⅲ部 結論及び将来への提言 
 



第１章 結論 

 

１－１ Guasucarán，Comayagua及び Erandique周辺地区地質調査の結論 

本年次は，Guasucarán，Comayagua，Erandique 周辺の 3 地区において地質調査を実施した。3

地区のうち，Guasucarán，Comayagua の 2 地区については，本年次得た調査結果の他に，昨年次ま

でに得た資料が存在するので，それらを加えて地質及び鉱徴を総合的に検討した。3 地区について

の検討結果は，以下のとおりである。 

(1)Guasucarán 地区 

・Río la Sonta 鉱徴地は，石英脈の流体包有物の均質化温度が平均 330℃(最高 382℃)ある。熱

水タイプの鉱化とすれば，深熱水タイプである。 

・Río la Sonta 鉱徴地の鉱化には，ポーフィリーカッパーの可能性も指摘されている。上記均質化

温度は，この可能性を指示する。鉱徴地に発達する変質帯もこの可能性を指示する。すなわち，

Río la Sonta 鉱徴地周辺の 4km×4km の範囲では，同鉱徴地を中心に珪化･セリサイト帯(半径約

2km)が発達し，その外側を緑泥石･スメクタイト帯が取り巻いている。この変質ハローは，ポーフィリ

ーカッパー鉱床周辺における変質，(斑岩近傍)セリサイト帯→プロピライト帯(周囲)のモデルの一

部で解釈できる。また，Río la Sonta 鉱徴地には，Lithocap を形成していた可能性を有するカオリ

ナイト帯，ディッカイト帯が認められる。しかし，斑岩の分布，明確な Lithocap の存在，Mo 鉱石の

存在，変質起源のカリ長石の存在は，確認できていない。 

(2)Comayagua 地区 

・Comayagua 地区には，Chantón，Mina Marín，Tepanguare，Coyolito，El Playón の 5 つの鉱徴地

が位置する。これらの鉱徴地は，その諸特徴から以下のようなタイプであると考えられる。 

・Chantón は，鮮新世に形成された Low-sulfidation 浅熱水タイプの鉱徴地(鉱種=Au)と判断され

る。Au の品位は，最高 16.65ppm に達する。 

・Mina Marín は，Chantón より変質温度が低いものの，Chantón 同様の Low-sulfidation 浅熱水タ

イプの鉱徴地であると判断される。 

・Tepanguare は中熱水タイプの鉱徴地(鉱種=Ag，Pb，Zn)であり，近傍の Cerro el Palmar に中新

世初期に貫入した石英モンゾナイトに伴う鉱化流体により形成されたと判断される。 

・Coyolito は，白亜紀後期に形成された Low-sulfidation 浅熱水タイプの鉱徴地(鉱種=Sb)である

と判断される。 

・El Playón は，中新世末期に形成された中熱水タイプの鉱徴地(鉱種=Ag，Pb，Zn)であると判断

される。 
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(3)Erandique 周辺地区 

・Erandique 周辺地区では，地区東部及び西部それぞれに NNW-SSE 系断層が発達している。 

・上記の 2 つの断層系を通って，東部では Hg に富んだ，西部では Zn に富んだ鉱化流体が上昇

し，周辺の岩石を鉱化した。 

・Dolores－Cerro el Cerrón－El Derrumbe－San Rafael－Dolores を結ぶ範囲には，地質踏査で

は確認していないが，Au の鉱徴地が存在すると推定される。 

 

１－２ ホンデュラスの鉱化作用 

第 1～3 年次の調査で得た，調査地区及び周辺の鉱徴地の諸特徴を再検討した。再検討結果を

以下に示す。 

(1)鉱徴地は次の 9 つのタイプに分類できる：1)Orogenic Gold タイプ，2)Sedex タイプ，3)ポーフィリー

カッパータイプ，4)スカルンタイプ，5)Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Sb)，6)Low-sulfidation 浅熱水タ

イプ(Au)，7)High-sulfidation 浅熱水タイプ，8)中熱水タイプ，9)深熱水タイプ(?)。 

(2)次の鉱床区認められる。 

・Orogenic Gold タイプ鉱床区：調査地域東部に分布する。Honduras 層群中。 

・Sedex タイプ鉱床区：調査地域東部，調査地域中央北寄りに分布する。Honduras 層群中あるい

は Todos Santos 層中(?)。 

・ポーフィリーカッパータイプ鉱床区：調査地区の中央南部～南方。 

・スカルンタイプ鉱床区：調査地域の中央部～西部にかけてその北寄りに分布する。Yojoa 層，

Valle de Angeles 中の Jaitique 層中。 

・熱水タイプ鉱床区：調査地域全体にわたって分布する。(なお，Low-sulfidation 浅熱水タイプ

(Sb)は Comayagua 以西に分布が限られる。) 

(3)地質年代により，鉱徴地の生成頻度や生成タイプに以下に示す変化が見られる(スカルンタイプ

の生成は，白亜紀後期ないし中新世の可能性が高いが，確証はない)。 

・ジュラ紀(比較的早期)：Orogenic Gold タイプが生成。 

・ジュラ紀(比較的晩期)～白亜紀前期：Sedex タイプが生成。 

・白亜紀後期：Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Sb)，Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Au)，中熱水タイ

プが生成。鉱床生成は頻繁。 

・暁新世～漸新世：鉱床生成は極めてまれ(Quitagana 地区の Matasano は例外)。 

・中新世：Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Sb)，High-sulfidation 浅熱水タイプ，中熱水タイプ，深熱

水タイプ(?)，ポーフィリーカッパータイプが生成。鉱床生成は頻繁。 
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・鮮新世：Honduras Depression 近傍では Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Au)が生成。鉱床生成は

まれ。 
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第２章 将来への提言 

 

 将来における鉱床探査には，次の知見が指針となると考えられる。 

(1)Orogenic Gold 鉱床，Sedex 鉱床，ポーフィリーカッパー鉱床，スカルン鉱床，(Low-sulfidation 浅

熱水 Sb 鉱床)には，地域的な偏在が認められる。これらのタイプの鉱床を探査する際には，この偏

在性を考慮して，調査範囲を絞ることが望ましい。 

(2)鉱床の生成は，白亜紀後期とともに，中新世で活発である。中新統 Padre Miguel 層群中に未発

見の鉱床が胚胎している可能性は低くない。 

(3)Honduras Depression 近傍では Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Au)の鉱化が，鮮新世にも認められ

る。このタイプの鉱床を探査する場合，N-S 系正断層発達域周辺では鮮新統も調査の対象に加える

ことが望ましい。 
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M   Duplicate 試験 Resultados de La Prueba de Duplicado 

 

次表に，Duplicate 試験結果を示す。なお，統計計算上，検出限界(下限)未満の分析値は，便宜

的に，「下限値の半分」の値であるとして処理している。 

 分析正度(再現性)の検討は，相関係数及び回帰式 Dup.=a×Orig.+b の算出を通して実施した。再

現性が完璧ならば，相関係数では，1)相関係数=1 あるいは 2)No variance(全て試料が同一の値を

示し，分散が 0 になるケース)で計算が不能になり，回帰式では 1)a=1 かつ b=0 あるいは 2)No 

Variance で計算不能になる。 

相関係数で検討した場合，同係数が最も低く，一見再現性が最も悪いと判断される分析成分は

Cu(相関係数=0.308)である。しかし，Cu については，Pair#1 で致命的な不一致が認められるものの，

Pair#2～#6 では良い一致を示している。Sb の相関係数(相関係数=0.800)の低さにも，Pair#1 での不

一致が大きく寄与しており，Pair#1 の試料採取が不適当であった可能性が考えられる。したがって，

再現性の評価としては Pair#1 は除外して判断すべきであり，この場合 Cu や Sb の再現性は必ずしも

悪いとは言えない。 

相関係数が 0.9 を下回る分析成分には，上記の Cu，Sb の他に，Cr，Mo，Ni，Tl がある。 

これら分析成分のうち，Mo と Tl は，検出限界(下限)を挟んだ不一致である。前述のように，検出

限界(下限)未満は便宜的に下限値の半分として値を与えており，この処理のため不一致が拡大表

示された可能性がある。（例えば，検出限界(下限)未満の分析値を，下限値の値-0.001 であるとして

処理すれば，いずれの Pair の不一致も全く無視できる。）したがって，Mo と Ti の分析の再現性が悪

いとは断言できない。 

Ni は，Pair#4 での 2ppm と 3ppm，Pair#5 での 3ppm と 4ppm，Pair#6 での 3ppm と 2ppm，以上の

不一致が低い相関係数の原因である。この Ni については，最低値が 1ppm，最高値が 4ppm である

のに，分析値が 1ppm 刻みで測定されているという状況があり，これが再現性を悪く見せかけている

可能性がある。(すなわち，Pair#4 が 2.49ppm と 2.50ppm，Pair#5 が 3.49ppm と 3.50ppm，Pair#6 が

2.50ppm と 2.49ppm であった可能性も考えられ，この場合再現性は著しく良いと言うべきである。)し

たがって，一概に Ni の分析正度(再現性)が悪いとは断言できない。 

Cr の相関係数の低さには，Pair#4 と#5 の不一致が大きく寄与している。この Pair の他の分析成分

では，不一致はあっても，無視できる程度であるので，Cr については再現性が高い状態で維持され

ていない可能性が考えられる。 

Cu，Sb，Cr，Mo，Ni，Tl 以外の分析成分の中で，回帰式の a が 1 から大きくはずれるものとして，

Hg と P が認められる。Hg については，上記の Ni の状況と同じであり，再現性が悪いとは言えない。
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P についても，上記の Ni の状況と同じ(ただし分析値が 10ppm 刻みになっている)であり，再現性が

悪いとは言えない。 

残りの分析成分について，回帰式の b が 0 から大きくはずれるものを求めると，Ba(b=-5.1857)，

Mn(b=27.8224)，U(b=-2.8745)があげられる。これらについて，b を各分析成分のレンジ(Ba が 210，

Mn が 499，U が 245)で除してみると，その絶対値は 6%未満である。したがって，一概に Ba，Mn，U

の分析正度が悪いとは言えない。 

以上より，Cr は再現性に問題があると思われるが，その他の分析成分については再現性の問題

はないように思われる。 

- M-2 -
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